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最
近
、
春
を
体

で
感
じ
る
こ
と
が

増
え
て
き
ま
し

た
。
気
温
の
上
昇

だ
け
で
は
な
く
、

視
覚
か
ら
感
じ
る

春
で
す
。

　
毎
日
の
犬
の
散
歩
で
、
南
東
側
か

ら
金
剛
山・
葛
城
山
、東
側
正
面
に
二

上
山
、北
東
側
に
生
駒
山
が
一
望
で
き

ま
す
。
特
に
春
の
季
節
、一
番
感
動
す

る
の
が
、
二
上
山
の
雄
岳
と
雌
岳
の

間
か
ら
昇
る
朝
日
で
す
。
街
中
で
も
、

周
り
を
見
渡
せ
ば
、紅
梅
や
白
梅
、水

仙
な
ど
の
花
が
咲
き
、
桜
の
花
も
。

　
聴
覚
で
感
じ
る
春
で
す
。
空
を
見

上
げ
る
と
ひ
ば
り
が
鳴
い
て
い
ま

す
。
味
覚
か
ら
感
じ
る
春
。
タ
ケ
ノ

コ
料
理
や
菜
の
花
の
お
浸
し
な
ど
と

日
本
酒
で
一
杯
。

　
保
育
園
で
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
体

を
使
っ
て
、
季
節
感
を
体
験
で
き
る

よ
う
な
デ
イ
リ
ー
を
考
え
た
保
育
を

し
ま
す
が
、
家
庭
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
き
ゅ
う
り
な
ど

の
野
菜
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
果
物
は
、

一
年
中
ス
ー
パ
ー
で
買
え
、
季
節
関

係
な
く
売
っ
て
い
ま
す
。
食
事
で
季

節
感
を
味
わ
え
る
こ
と
は
、
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
な
っ
て
、
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
体
験
や
感
動
を
積
み
上
げ
た
い

も
の
で
す
。 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｓ
）
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待機児童解消と新制度事業を
先行的に取り組む市町村を支援
 ── 大阪府新年度予算から

　平成26年度大阪府当初予算が可決・
成立しました。主な保育サービスに
関連する予算を抜粋して報告します。
市町村に対し必要な経費を助成するな
ど、子どもを安心して育てることがで
きるような体制整備を行います。

 （金額単位：千円）
事業名 事業内容 H25当初予算額 H26当初予算額 前年増減

保育緊急確保事業

　子ども・子育て支援新制度への円滑な移行を図るため、小規模保育
運営支援事業や幼稚園における長時間預かり保育支援事業など「待
機児童解消加速化プラン」を推進する事業や、新制度における地域
子ども・子育て支援事業等を先行的に実施する市町村に対し必要な
経費を助成。
○「待機児童解消加速化プラン」の推進 0 2,159,284 2,159,284
　・小規模保育運営支援事業
　・  幼稚園における長時間預かり
保育支援事業

・認可化移行総合支援事業
・保育士等処遇改善臨時特例事業
・利用者支援事業　等

○新制度に基づく事業の先行的な支援
　・地域子育て支援拠点事業　　・一時預かり事業　等

保育所等整備事業
【安心こども基金活用事業】

　待機児童解消のための民間保育所の創設・増築や老朽施設の改築
による環境整備のほか、平成26年度は、小規模保育、認定こども園
等の整備を行う市町村に対し必要な経費を助成。

12,086,154 15,066,469 2,980,315

子ども・子育て支援
新制度の施行準備

【安心こども基金活用事業】

　新制度における幼保連携型認定こども園への円滑な移行のため、
保育教諭確保のための資格取得支援事業や認定こども園保育要領に
関する研修事業を実施。

0 12,283 12,283

保育所運営費負担金 　市町村が支弁する民間保育所の運営費用のうち、都道府県の法定
負担分を市町村に交付。 6,692,950 6,335,621 ▲357,329

保育所運営費補助事業

　保育サービスの充実を図るため、休日保育事業等を実施する市町村
に対し必要な経費を助成。
ア　保育所運営費：休日・夜間保育等の実施に要する経費を助成。
イ　 病児・病後児保育：病中・病後など、集団保育が困難な児童や、
保育中に体調不良となった児童を、 保育所、 病院等に附設された
専用スペースで一時的に預かる体制の確保に要する経費を助成。

ウ　 延長保育：延長保育の需要に対応するため、保育所の開所時間
を延長して保育を行う事業体制の確保に要する経費を助成。

1,951,823 1,797,803 ▲154,020

地域福祉・子育て支援
交付金

　市町村が地域の実情に沿って「地域福祉」、「子育て支援」及び「高
齢」の各分野の事業を実施できるよう交付金を交付。 2,116,304 1,990,856 ▲125,448

地域福祉・子育て支援
交付金

「子育て支援分野特別枠」

　「こども・未来プラン後期計画」や「市町村次世代育成支援行動計
画（後期計画）」の目標達成に向け、市町村の新たな事業展開を支援
するため、地域福祉・子育て支援交付金に別途、「子育て支援分野特
別枠」を設け市町村に交付。

500,000 500,000 0
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ス
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社
会
貢
献
支
援
員
と
の
連
携

具
体
化
す
す
む
新
制
度

 
地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　「
地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
の
各
市
に
お
け
る
設
置
状

況
を
見
据
え
て
、
保
育
関
係
者

で
の
「
北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
版
・
地

方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
開
催
。
武
内
慎
吾
会
長
を
中

心
に
各
市
代
表
者
の
参
加
を
得

て
、
平
成
25
年
8
月
30
日
に
第

1
回
を
開
催
し
、
平
成
26
年
3

月
10
日
ま
で
合
計
5
回
実
施
し

ま
し
た
。

　
1
回
目
は
、
各
市
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
設
置
状

況
や
会
議
出
席
の
委
員
・
役
員

の
構
成
状
況
、
保
育
関
係
者
の

委
員
参
加
状
況
や
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
等
の

進
捗
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
2
回
目
か
ら
4
回
目
に
か
け

て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
に
係
る
ニ
ー
ズ

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
、
調
査

影
響
等
も
議
論
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
各
市
の
中
で
も
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
逆
転
し
て
い
る

地
域
は
、
新
規
の
事
業
展
開
が

で
き
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、
現
況
の
社
会
福
祉
法

人
の
保
育
園
が
新
型
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
内

閣
府
通
知
に
よ
り
可
能
で
す
。

　
5
回
目
は
、
ニ
ー
ズ
結
果
報

告
や
、幼
児
期
の
教
育
・
保
育
及

び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
量
の
見
込
み
な
ど
の
各

市
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
新
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
の
国
基
準
が
決
ま
り
つ
つ
あ

る
中
、
公
定
価
格
問
題
は
、
例

え
ば
障
が
い
児
保
育
の
加
配
制

度
に
つ
い
て
国
の
会
議
で
予
定

さ
れ
て
い
る
が
予
算
は
大
丈
夫

か
、公
定
価
格
が
決
定
し
た
時
、

現
状
の
各
市
補
助
金
が
ど
う
な

る
か
な
ど
も
注
視
す
べ
き
で
す
。

　
保
育
料
の
問
題
や
移
行
に
つ

い
て
の
保
護
者
へ
の
説
明
な

ど
、
限
り
な
い
問
題
に
つ
い
て

も
各
市
の
会
議
で
活
か
す
べ
く

熱
心
に
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
さ
ら
に
具
体
化
す
る
新

制
度
に
つ
い
て
、
一
歩
一
歩
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
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集
委
員
Ｍ
・
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２
月
19
日
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ

ホ
ー
ル
（
大
阪
狭
山
市
）
と
２

月
20
日
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル

（
柏
原
市
）で
南
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク

の
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　保護者がより閲覧しやすいように、４月１日から、よ
い子ネットの一般画面にスマートフォン版がスタートし
ます。詳細は、よい子ネット管理画面（http://yoiko-
net.jp/mgr/）からダウンロードできます。

【
よ
い
子
ネ
ッ
ト
管
理
画
面
】

バージョンアップの
お知らせ

共同募金配分金のご案内
　今年も10月から実施される平成26年度
（第68回）共同募金運動開始に先立ち、共
同募金配分申請受付を開始します。
対象　 大阪府内で行う民間社会福祉事業、

更生保護事業、その他社会福祉を目
的とする事業を行う法人・団体

受付期間　平成26年
　　　　　５月１日～５月20日
問い合せ先　
大阪府共同募金会
電話　06-6762-8717
FAX　06-6762-8718
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「配分申請」と明記してください）
URL　http://www.akaihane-osaka.or.jp

　保護者がより閲覧しやすいように、４月１日から、よ

バージョンアップのよい子
ネット

の
目
的
、
実
施
時
期
、
調
査

対
象
者
及
び
調
査
方
法
な
ど

の
各
市
の
状
況
や
具
体
的
な

調
査
票
の
内
容
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
し
た
。

　
実
施
時
期
に
は
バ
ラ
つ
き

が
見
ら
れ
ま
す
。
調
査
票
に

つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内

容
を
各
市
の「
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
で
丁
寧
に
説
明
し

た
市
も
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ー

ズ
調
査
は
平
成
25
年
12
月
中

に
全
市
終
了
し
、
内
容
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
域
の
設
定
に
つ
い
て
も

説
明
さ
れ
、
決
定
ま
で
の
進

捗
状
況
や
区
域
決
定
に
よ
る

　
老
人
福
祉
施
設
で
実
施
す
る

「
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
大
阪

府
社
協
・
社
会
貢
献
支
援
員
が

説
明
。

　
南
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
実
際

に
あ
っ
た
保
育
園
が
関
わ
っ
た

事
例
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
保
育

園
で
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能

か
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
へ
の
つ
な
ぎ
方

や
各
市
に
あ
る
福
祉
資
源
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
生
活
困
窮
者
を
発
見

し
た
際
の
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
と
社
会
貢
献
支
援
員
と
の

連
携
に
つ
い
て
も
、
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

各
市
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
議
論
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藤
森
保
育
園
は
、
摂
津

市
・
鳥
飼
西
の
鎮
守
の

杜
藤
森
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
25
年
、
母
体
で
あ
る

藤
森
神
社
の
規
則
の
附
則
に
あ

る
「
社
会
の
福
祉
目
的
と
し
て

保
育
事
業
を
行
う
」
と
い
う
条

項
に
基
づ
き
誕
生
し
ま
し
た
。

地
域
か
ら
は
、「
藤
森
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
、
親
・
子
・
孫
の
3
世

代
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
誇
ら

し
げ
に
話
さ
れ
る
保
護
者
も
お

ら
れ
ま
す
。

　
幼
保
一
元
の
理
念
の
も
と
に

自
然
児
の
育
成
に
努
め
、
そ
の

成
果
を
収
め
、
神
様
の
ご
加
護

を
い
た
だ
き
つ
つ
今
日
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
信
仰
を
強
要

せ
ず
、
理
由
の
な
い
甘
や
か
し

村
野
保
育
園
は
、
枚
方
市

の
中
央
部
、
京
阪
電
車

村
野
駅
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
と
こ

ろ
に
あ
る
定
員
1
0
0
人
の
保

育
園
で
す
。周
り
に
は
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
高
校
が
あ
り
、
児

童
・
生
徒
た
ち
の
元
気
な
声
も

聴
こ
え
て
き
ま
す
。
鎮
守
の
杜

に
囲
ま
れ
た
村
野
神
社
の
境
内

に
園
が
あ
る
た
め
、
四
季
折
々

に
移
り
変
わ
る
自
然
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
老
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
同
じ
建
物
に
併
設
さ
れ

て
お
り
、
園
児
と
利
用
者
の
交

流
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
も
利
用
者
も
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　
昭
和
45
年
の
設
立
時
に
は
、

村
野
神
社
や
地
域
の
方
々
か
ら

大
き
な
支
援
や
尽
力
を
受
け
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
七
五
三
や
毎

月
2
回
の
お
詣
り
な
ど
、
神
社

に
縁
の
あ
る
行
事
が
積
極
的
に

保
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、特
に
興
味
を
引

く
の
は
、
村
野
神
社
の
秋
の
お

祭
り
。
と
て
も
立
派
な

「
子
ど
も
神
輿
」を
担
ぎ

ま
す
。重
量
も
相
当
で
、

大
人
た
ち
が
手
伝
っ
て

く
れ
ま
す
。
卒
園
し
て

も
、
毎
年
こ
の
季
節
に

な
れ
ば
き
っ
と
思
い
出

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
園
内
で
行
わ
れ
る
年

長
ク
ラ
ス
の
お
泊
り
保

育
で
は
、
併
設
さ
れ
て

い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

を
警
戒
し
、
自
立
心
と
健
康
を

育
て
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

金
力
に
な
び
か
ず
権
力
に
こ
び

ざ
る
自
然
児
を
育
成
し
、
自
分

の
力
で
勉
強
す
る
よ
う
に
職
員

一
同
努
力
し
て
い
る
の
が
特
色

で
あ
り
、
鎮
守
の
杜
の
緑
あ
ふ

れ
る
園
庭
で
、
四
季
に
ふ
れ
元

気
に
走
り
回
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
特
長
で
す
。

　
1
歳
か
ら
3
歳
児
ま
で
は
、

食
事
・
排
泄
・
午
睡
な
ど
基
本

的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
標
に
、
楽
し
く
遊
び
、

歌
を
交
え
て
保
育
を
行
い
集
団

生
活
の
中
で
の
楽
し
さ
や
き
ま

り
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
4
〜

5
歳
児
は
幼
稚
園
に
準
じ
た
保

育
を
行
い
、
就
学
前
に
季
節
の

歌
、
ひ
ら
が
な
全
般
、
折
り
紙
、

利
用
者
が
帰
宅
し
た
後
の
風
呂

を
使
う
こ
と
で
き
ま
す
。
入
浴

後
サ
ッ
パ
リ
し
て
、
緑
に
囲
ま

れ
た
園
庭
で
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
、
深
く
思
い

出
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

鎮守の杜に囲まれて
秋の祭りの「子ども神輿」

集団生活の楽しさときまり学ぶ
就学前の無理ないおけいこ

お風呂でサッパリ、 お泊り保育
思い出残るキャンプファイヤー

鎮守の杜「藤森さん」の境内
自立心と健康、自然児育てる

保育園を
たずねて
490

枚方市 村野保育園

摂津市 藤森保育園

数
あ
そ
び
な
ど
を
子
ど
も
に
負

担
の
な
い
よ
う
に
お
け
い
こ
し

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
園
庭

開
放
や
運
動
会
へ
の
参
加
、
お

祭
り
の
お
み
こ
し
の
参
加
、
餅

つ
き
な
ど
を
地
域
の
方
々
と
在

園
児
と
と
も
に
交
流
し
な
が

ら
、
結
び
つ
き
を
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
摂
津
市
保
育
連
盟
に
加
盟
の

保
育
園
で
は
、
摂
津
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま

す「
人
間
基
礎
教
育
」を
推
進
す

べ
く
、
思
い
や
り
・
奉
仕
・
感

謝
・
あ
い
さ
つ
・
節
約
に
賛
同

し
、
看
板
を
掲
げ
、
実
践
し
て

い
ま
す
。（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｈ
）

神輿を担いでいざ出発

お祭りのおみこし

神妙な顔つきで神社参拝

節分豆まき
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取
材
し
た
の
は
2
月
。
刈

り
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に

雪
が
残
る
寒
い
日
で
し
た
。
生

活
発
表
会
を
控
え
た
園
舎
に

は
、
楽
器
の
音
や
子
ど
も
た
ち

の
歌
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

練
習
す
る
た
び
に
上
手
く
な
っ

て
い
く
楽
器
演
奏
を
聴
い
て
い

７
世
紀
の
築
造
と
さ
れ
る

日
本
最
古
の
ダ
ム
式
た

め
池
「
狭
山
池
」
の
ほ
と
り
に

あ
る
池
尻
保
育
園
。
昭
和
56
年

の
開
設
以
来
、
33
年
間
に
わ

た
っ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
保
育
士
と
し
て
永
年
勤
め
て

こ
ら
れ
た
船
元
知
子
園
長
は
、

保
育
理
念
に
も
「
心
を
こ
め
よ

う 
み
が
こ
う 

つ
く
そ
う 

つ
な

ご
う
」「
毎
日
の
こ
と
だ
か
ら 

給
食
は
大
切
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
現
場
を
知
り
尽
く
し
て
お

ら
れ
、
特
に
食
育
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
近
所
の
農
家
に

協
力
い
た
だ
き
旬
の
野
菜
を
収

穫
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
採
れ
頃
や
で
」
と
声
が
か
か

り
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
な
ど
を

た
く
さ
ん
収
穫
し
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
。

　
和
食
中
心
の
給
食
は
、
節
分

や
桃
の
節
句
な
ど
季
節
の
メ

ニ
ュ
ー
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
お
米
は
胚
芽
米
を
採
用
。

始
め
は
す
こ
し
歯
ご
た
え
の
あ

る
胚
芽
米
に
戸
惑
っ
て
い
た
子

も
、
今
で
は
大
好
き
。
砂
場
遊

び
で
も
「
は
い
が
ご
は
ん
、
よ

る
と
、
発
表
会
本
番
が
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
ど
ん
ぐ
り
会

く
ろ
や
ま
保
育
園
は
、
平
成
24

年
4
月
に
新
設
さ
れ
た
認
可
保

育
園
で
す
。
運
営
法
人
も
同
時

期
の
設
立
で
す
。
ひ
ろ
び
ろ
と

し
た
環
境
の
な
か
で
、
寒
さ
に

負
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
が
園
庭
か
ら
聴
こ
え
て
き

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
季
節
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
園
庭
に
は
ク

ヌ
ギ
や
ア
ラ
カ
シ
、
コ
ナ
ラ
な

ど
の
落
葉
樹
が
た
く
さ
ん
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
根
の
付
き
も

ま
だ
ま
だ
、
枝
も
細
く
ヒ
ョ

ロ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

夏
の
酷
暑
は
ピ
ン
チ
で
し
た
。

「
秋
は
お
庭
で
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ

い
♪
」
と
園
歌
に
は
あ
る
の
で

す
が
、
昨
年
は
採
れ
る
ど
ん
ぐ

り
の
数
よ
り
子
ど
も
の
方
が
多

く
、
園
庭
で
拾
わ
れ
た
ど
ん
ぐ

り
に
は
プ
レ
ミ
ア
が
つ
く
ほ
ど

で
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
農
園
が
完
成
し
ま

す
。
3
6
5
㎡
の
畑

を
作
り
、
季
節
の
野

菜
や
果
物
を
育
て
る

予
定
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
種
を
蒔

き
、
苗
を
植
え
、
水

や
り
や
草
引
き
を
し

ソ
ラ
マ
メ
や
え
ん
ど
う
豆
も
剥

き
ま
す
。

　
給
食
の
献
立
表
に
は
、
栄
養

素
を
赤
・
黄
・
緑
3
色
に
分

け
、「
今
日
の
お
か
ず
は
何
色

か
な
？
」
と
お
話
し
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
素
材
に
も

興
味
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。 

（
編
集
委
員
Ｎ
・
Ｍ
）

保育園を
たずねて
491

ま
す
。野
菜
の
成
長
を
見
つ
め
、

収
穫
し
、
自
分
た
ち
で
ク
ッ
キ

ン
グ
す
る
こ
と
で
、「
食
を
楽
し

む
」
こ
と
を
、
生
活
の
な
か
で

経
験
で
き
る
と
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
く
ろ
や
ま
保
育
園
は
、
子
ど

も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
生

活
で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

採れたて食す喜びを子どもに
自分でつくるおにぎり、うどん

子どもたちの歌声響く
ま新しいひろびろ環境

今日の給食のおかずは何色？
胚芽米・季節のメニュー

季節の野菜や果物育て
元気いっぱい生活楽しむ

大阪狭山市 池尻保育園

堺市 くろやま保育園
大きな畑で経験する食育

まだまだ成長中の木々

そ
っ
て
る
ね
ん
」
と
見
せ
て

く
る
そ
う
で
す
。

　
お
や
つ
の
お
に
ぎ
り
は
、

ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
自
分
た
ち

で
握
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
握

る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
ご
飯

が
好
き
に
な
る
効
果
が
あ
る

と
か
。
う
ど
ん
も
子
ど
も
た

ち
が
打
ち
ま
す
。
粉
を
こ
ね

て
踏
み
、
切
っ
て
い
ま
す
。 イルカが迎えてくれます

豆剥きの様子
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リスクマネジメント
意識の高さと普段の努力

玉串保育園（東大阪市）

避
難
所
と
し
て
の

保
育
園
の
役
割

　
大
き
な
災
害
時
に
地
域
の
避

難
場
所
や
活
動
拠
点
と
し
て
使

用
さ
れ
る
保
育
園
は
、
有
事
の

際
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
震
・
洪
水
・
台
風
に

遭
っ
て
も
倒
壊
し
な
い
建
物
に

す
る
。
避
難
し
て
き
た
方
が
、

施
設
の
中
に
い
て
安
全
を
確
保

で
き
る
空
間
に
す
る
こ
と
。
避

難
所
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に

備
え
て
、
水
と
食
料
は
常
に
確

　
い
ざ
と
い
う
時
の
危
機
管
理
や
日
常
起
こ
り
う
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
東
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
す
る
玉
串
保
育
園
の
西
由
貴
子
園
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

保
し
、
消
費
期
限
が
近
づ
い
た

も
の
か
ら
順
番
に
消
費
し
、
ま

た
新
た
に
購
入
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る

　
災
害
時
用
に
職
員
の
行
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
べ
く
備

え
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
簡
素
化
し
、携
帯
で
き
る「
災

害
時
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
、
外
出
先
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
な
ど
予
め
災
害
が
予
測

さ
れ
る
時
は
、
管
理
者
が
保
育

園
に
泊
ま
り
込
み
、
行
政
の
危

機
管
理
室
や
法
人
本
部
と
連
絡

を
と
り
、
情
報
を
集
め
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
園
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
方
々
の
安
全
に
も

留
意
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
や

地
域
の
自
治
会
長
、
主
任
児
童

委
員
や
民
生
委
員
、
校
区
福
祉

委
員
会
の
方
々
で
運
営
す
る
保

育
園
経
営
委
員
会
と
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

強
盗
や
不
審
者
が

現
れ
た
時
の
対
応

　
い
つ
ど
の
よ
う
な
人
が
現
れ

送
迎
時
の
ト
ラ
ブ
ル

防
ぐ
努
力

　
車
で
の
送
迎
が
増
え
、
近
く

に
駐
車
場
を
借
り
て
い
ま
す

が
、
保
育
園
の
前
に
車
を
止
め

た
り
一
方
通
行
を
逆
走
す
る
保

護
者
も
見
か
け
る
た
め
、
入
園

説
明
会
な
ど
機
会
を
見
て
は
繰

り
返
し
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま

す
。職
員
や
保
護
者
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
つ

つ
、
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

保
育
中
の

　
　
ケ
ガ
の
対
応

た
が
、「
勝
手
に
連
れ
て
行
っ

た
」「
黙
っ
て
連
れ
て
行
っ
た
」

な
ど
の
苦
情
が
あ
り
、
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
こ
と

は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

意
識
の
高
さ
、
そ
の
た
め
の
日

頃
の
努
力
で
す
。
個
々
の
保
育

園
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
共
通
し
た
問
題

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

保
育
園
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を

話
題
に
す
る
こ
と
は
少
な
い
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
保
育
園
の

や
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
少
し
で
も
問
題
が
解
決
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

いつでも携帯、どこでも対応

警察と協力して不審者対策

リスクマネジメント
わが園の取り組み● ●

る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
日
頃

か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

不
審
者
に
扮
し
た
刑
事
さ
ん
の

迫
力
あ
る
防
犯
訓
練
を
所
轄
の

警
察
が
実
施
。
不
審
人
物
を
断

固
と
し
て
入
れ
な
い
心
構
え
で

す
。

　
ト
イ
レ
を
借
り
に
近
隣
の
工

事
関
係
者
が
来
ら
れ
た
ら
、
以

前
は
園
内
に
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
「
困
り
ま
す
」
と

断
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
と
の
関

係
が
大
事
な
保
育
園
で
は
八
方

美
人
的
な
対
応
を
取
り
が
ち
で

す
が
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

は
人
を
見
切
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
園
を
守
る
立
場
か
ら
は
、

小
さ
な
親
切
で
は
な
く
、
毅
然

と
し
た
態
度
も
必
要
で
す
。

　
十
分
に
注
意
し
て

い
て
も
日
常
、
園
児

の
ケ
ガ
は
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。
病
院
で

の
治
療
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
、
先

ず
保
護
者
に
連
絡
を

と
っ
て
事
情
を
説
明

し
、
保
護
者
の
承
諾

を
得
て
受
診
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
ま
ず

病
院
を
確
保
し
、
受

診
し
て
か
ら
保
護
者

に
連
絡
し
て
い
ま
し
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
現
在
の
会
計
年
度
は
、
財
政
法

に
よ
っ
て
4
月
1
日
に
始
ま
り
翌

年
の
3
月
31
日
に
終
わ
る
と
定
め

ら
れ
、
学
校
年
度
も
同
じ
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
9
月
開
始
（
州
に

よ
っ
て
異
な
る
）。

　
年
度
も
会
計
の
他
に
営
業
年
度
、

物
資
年
度
は
収
穫
期
を

基
準
と
し
、
米
穀
、
砂

糖
、
酒
造
、
羊
毛
、
綿

花
、
肥
料
、
小
麦
、
生

糸
な
ど
各
種
あ
る
。

　
異
動
の
季
節
、
行
政

機
関
・
学
校
な
ど
、
代
わ
っ
て
ほ

し
い
方
、
反
対
に
現
在
の
立
場
に

居
て
ほ
し
い
方
な
ど
、
本
人
さ
ん

は
そ
れ
な
り
に
仕
事
を
し
て
い
る

ん
だ
け
ど
、
や
は
り
人
間
味
の
有

無
に
な
る
の
か
な
？
　
で
も
知
人

が
そ
の
立
場
と
な
り
、
昇
進
の
場

合
は
嬉
し
い
も
の
だ
。

　
い
ま
中
央
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
が
論
議
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

一
つ
は
累
積
剰
余
金
が
「
蓄
財
」

と
見
な
さ
れ
、国
民
の
目
に
は「
許

さ
れ
な
い
埋
蔵
金
」
と
映
る
と
言

う
学
者
も
い
て
、
今
後
よ
り
厳
し

い
視
線
が
注
が
れ
る
。
税
金
払
う

て
企
業
は
事
業
展
開
し
て
い
る
で

は
な
い
か
？
　
社
福
に
は
税
制
面

で
大
い
に
優
遇
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

そ
の
辺
り
の
審
議
に
注
目
を
。

　
老
人
施
設
部
会
が
10
年
前
か
ら

行
っ
て
い
る
「
社
会
貢
献
事
業
」。

大
社
協
が
旗
振
り
役
に
な
り
オ
ー

ル
大
阪
で
更
に
拡
げ
て
行
こ
う
。

そ
の
た
め
に
部
会
で
も
資
金
の
拠

出
額
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
物
事
、
指
摘
さ
れ
て
や
る
の

で
な
く
、
自
ら
進
ん
で
や
る
べ
き

だ
。
前
述
の
我
々
に
対
す
る
指
摘

が
国
全
体
か
ら
指
弾
さ
れ
る
前
に

実
行
す
べ
き
。

　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
保
育
の
新

制
度
に
関
連
し
て
、
消
費
税
率
を

10
％
に
引
き
上
げ
た
場
合
に
保
育

士
の
給
与
5
％
増
額
案
を
3
％
に
。

財
源
不
足
の
た
め
増
額
分
を
圧
縮

す
る
。
こ
の
人
材
不
足
の
折
に
。

　
待
機
児
解
消
も
何
処
ま
で
本
気

で
や
る
の
!?
　
ま
だ
ま
だ
我
が
国

は
子
ど
も
に
対
す
る
金
の
掛
け
方

が
少
な
す
ぎ
る
。
政
治
家
も
少
子

化
は
国
の
根
幹
に
関
わ
る
大
事
な

こ
と
と
は
言
う
も
の
の
、
実
態
は

か
け
離
れ
て
い
る
。

　
さ
て
4
月
、
花
山
椒

の
季
節
。
わ
ら
び
・
ぜ

ん
ま
い
の
白
和
え
。
海

の
モ
ノ
で
は
、
サ
ヨ
リ

（
細
魚
）
の
細
切
り
に

レ
モ
ン
塩
が
大
好
物
。
あ
っ
思
わ

ず
涎
が
出
そ
う
！
　
ア
サ
リ
の
酒

蒸
し
、
し
ら
す
も
旬
（
相
模
湾
で

は
1
〜
3
月
が
禁
漁
）。
イ
ワ
シ

の
稚
魚
で
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の
事
。

年
中
出
回
る
が
、
今
が
旬
ら
し
い
。

 

（
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北
大
阪

河
　
内

子
ど
も
の
笑
顔
ひ
き
だ
す

大
人
の
笑
顔

 

― 

保
育
士
研
修
会

主
役
は
子
ど
も

二
宮
金
次
郎
か
ら
学
ぶ

 

― 

園
長
研
修
会

　
1
月
28
日
、ホ
テ
ル
・
ア
ゴ
ー

ラ
大
阪
守
口
で
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
、
小
野
次
朗
氏
（
和

歌
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究

科
教
授
）
が
「
発
達
障
害
は
ど

う
し
て
起
こ
る
の
？
　
医
学
的

基
礎
知
識
・
最
近
の
知
見
か
ら
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
。
1
1
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
達
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
共
通
し
た
特
徴
は
、
自
分
を

中
心
と
し
た
行
動
が
あ
り
、
理

解
し
て
い
な
い
人
か
ら
は
叱
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ほ
め
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
行
動
は
、
脳
の
機
能

異
常
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
自
尊
感
情
を
育
て
、
自
分
に

自
信
を
持
て
る
よ
う
「
ほ
め
る

こ
と
」が
大
切
。マ
イ
ナ
ス
面
だ

け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
面
を
い
っ

ぱ
い
見
つ
け
、
子
ど
も
の
「
い

い
と
こ
ろ
探
し
」
を
す
る
。
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
さ

せ
、
ほ
め
る
。
で
き
な
い
部
分

は
、
背
中
を
押
し
て
助
け
る
支

援
が
大
事
で
す
。

　「
子
ど
も
が
力
を
伸
ば
せ
る

よ
う
に
笑
顔
を
ひ
き
だ
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
私
た

ち
大
人
も
笑
顔
が
大
切
で
す
」

と
話
を
し
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
の
特

徴
を
、
具
体
的
な
例
を
示
し
て

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ

き
、
一
人
ひ
と
り
の
か
け
が
え

の
な
い
生
命
を
大
切
に
育
て
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
持
ち
帰

り
、
日
々
の
保
育
に
生
か
し
、

笑
顔
で
力
を
注
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
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2
月
20
日
、「
た
か
つ
ガ
ー

デ
ン
」
で
開
催
さ
れ
た
研
修
会

で
は
、
中
桐
万
里
子
氏
（
二
宮

金
次
郎
七
代
目
・「
親
子
を
つ

な
ぐ
学
び
の
ス
ペ
ー
ス
リ
レ
イ

ト
」
代
表
）
が
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　
二
宮
金
次
郎
と
い
え
ば
、
薪

を
背
負
い
な
が
ら
本
を
読
む
勤

勉
な
少
年
の
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
大
切
な
の
は
背
負
っ
て
い

る
薪
と
そ
の
場
所
で
あ
り
、
一

歩
を
踏
み
出
す
勇
気
で
あ
る
、

と
中
桐
氏
は
解
説
。

　
実
践
主
義
者
と
し
て
多
く
の

農
村
復
興
を
果
た
し
た
金
次
郎

が
偉
業
を
成
し
え
た
の
は
、
暮

ら
し
の
中
で
自
然
か
ら
学
ん
だ

か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
初
の
村
復
興
に

15
年
も
費
や
し
挫
折
も
味
わ
い

ま
し
た
。
農
民
と
自
分
の
立
場

の
違
い
や
理
解
の
仕
方
に
原
因

が
あ
る
と
気
づ
き
、
解
決
し
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が

水
車
で
農
民
が
川
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
不
遜
な
気
持
ち
が

あ
っ
た
た
め
、
農
民
か
ら
理
解

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
役
は

誰
か
を
考
え
、
そ
れ
を
知
る
こ

と
が
「
一
つ
目
の
気
づ
き
」
で

し
た
。

　
水
に
浸
か
っ
て
い
な
い
水
車

の
上
の
部
分
を
「
対
策
・
工
夫
・

実
践
・
実
行
」
の
部
分
、「
よ
く

知
る
・
よ
く
見
る
・
受
け
入
れ

る
」
部
分
を
水
面
下
と
捉
え
、

一
人
ひ
と
り
を
主
役
に
す
る
生

き
方
に
変
化
し
た
こ
と
が
「
二

つ
目
の
気
づ
き
」
で
す
。

　
ま
さ
し
く
そ
れ
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、「
主
役
は
子

ど
も
」。
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
の

あ
り
方
も
「
手
を
離
し
て
目
を

離
さ
な
い
」
と
い
う
当
り
前
の

こ
と
を
見
失
わ
な
い
取
り
組
み

が
、
保
育
に
と
っ
て
も
大
切
だ

と
再
認
識
し
た
研
修
で
し
た
。
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新
年
度
が
始
ま
る
。異
動
の
季
節

い
ま
社
会
福
祉
法
人
が
中
央
で
論
議
の
的

小野次朗氏

熱心に話を聞く参加者


